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２．原因分析

３．政策目標

①災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの確保

②救急医療施設等への速達性・確実性の確保

③高速ネットワークの確保による観光振興の支援

１．伊豆地域の課題

③観光時の移動手段が不足

②線形不良、幅員不足

①災害時における信頼性の高い道路が不足

○国道414号には線形不良区間や幅員不足区間が多数存在。（図１０、写真２、写真３）

○国道414号には、異常気象時事前通行規制区間

が存在。（図８）

○伊豆地域の交通網は、鉄道網が限定的で

長距離バスも乏しいため、観光地の移動手

段の約8割は自動車を利用。（図７、図１１）

①災害に対する道路ネットワークの脆弱性

〇南海トラフ巨大地震等の発生後、津波による沿岸部

の道路の浸水、山崩れや崖崩れによる山間部の道路

の寸断が予想されるなど、道路ネットワークが脆弱。

（図１）（写真１）

○国道414号は、緊急輸送が可能なレベルまでの

復旧に1週間以上必要。（図１）

②第三次救急医療施設へのアクセス

③周遊観光に不可欠な高速ネットワーク

〇観光シーズンに渋滞が多いことや道が狭く走りにくいなど、観

光客の旅行中の移動に対する不満は県内で最も高い。（図５）

○伊豆地域の観光交流客数は、北部は増加傾向であるものの、

南部は増加が見られない。（図６、図７）

出典：静岡県第4次地震被害想定
（第二次報告）（H25.11）

【道路施設影響度ランク】

図１ 緊急輸送道路の被害想定
出典：内閣府南海トラフ巨大地震の

被害想定 （第二次報告）
（Ｈ25.3）より作成

第三次救急医療施設へ
の到達時間

:１時間以内の地域

：１時間以上の地域

南伊豆地域

開通済
事業中
調査中

図４ 下田市から第三次救急医療施設への搬送

出典：H27道路交通
センサス旅行速度で算出

図８ 伊豆地域の通行規制区間

図１０ 国道414号の道路構造

図７ 伊豆地域の主要な観光施設と公共交通

移
動
の
不
満
度
（％
）

県内４地域の中で
最も不満度が高い

図５ 旅行中の移動に対する不満度

（回答に対する「非常に不満」「やや不満」の合計の割合）

出典：令和元年度静岡県における観光の流動
実態と満足度調査

（移動に利用した交通手段をすべて回答（複数回答可））

図１１ 伊豆地域（長泉町・清水町を除く）への利用交通手段

出典：令和元年度静岡県における観光の流動実態と満足度調査
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写真１ 土砂流入状況

全国平均
の約2倍

(人/人口10万人あたり)

図３ 心疾患での死亡率

出典：R1人口動態統計

【伊豆地域北部】沼津市、熱海市、三島市、伊東市、裾野市、
伊豆市、伊豆の国市、函南町、清水町、長泉町
【伊豆地域南部】下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松
崎町、西伊豆町

出典：下田市消防本部提供資料

：第三次救急医療施設(Drヘリ)
：第三次救急医療施設(救急車)
：その他

図２ 下田消防本部の管外搬送先

夏期観光期（８月）

出典：静岡県観光交流の動向

凡例

伊豆地域北部
伊豆地域南部

図６ 伊豆地域の観光交流客数

写真２ 狭隘箇所を走行
する大型車

写真３ 速度低下を生じさせる
ヘアピンカーブ（R=23m）

下田市

第三次救急医療施設へ
１時間以内に到達できな
い市町が多く存在
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第三次救急医療施設
（沼津市立病院）

第三次救急医療施設
（順天堂大学静岡病院）

順天堂大学静岡病院

下田市

約１時間
２０分

対
象
区
間

月ケ瀬

河津七滝

出典：静岡県資料
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伊豆市杉本

河津町梨本

異常気象時
事前通行規制区間
（伊豆市杉本～

河津町梨本）

天城越え

花の三聖苑
伊豆松崎

くるら戸田

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町

下田市

西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

三島市

清水町

東伊豆町

長泉町

伊豆の国市

伊東マリン
タウン

下賀茂温泉
湯の花

開国下田
みなと

伊豆急下田

修善寺
三島～松崎

４本/日

修善寺～河津駅

20本/日

修善寺～松崎

28本/日

伊豆のへそ

伊豆月ケ瀬

伊豆ゲート
ウェイ函南

伊東駅～下田駅

51本/日

三島駅～修善寺駅

147本/日

三島～大平車庫

1５本/日

三島～元箱根港

18本/日

三島～
御殿場プレミアムアウトレット

13本/日

三島～駿河平

19本/日

凡例
：主要観光施設
：道の駅
：主要な温泉地
：河津桜まつり

：主な長距離バス
：主な鉄道

出典：富士急モビリティ、富士急シティバス、東海バス、伊豆
箱根鉄道、伊豆急行 時刻表（2022.11.7時点）

出典：主要な観光地は、令和元年度静岡県観光交流の動向
調査地点一覧より作成
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熱海市

河津町

対
象
区
間

月ケ瀬

河津七滝

緊急輸送が可能
なレベルの復旧
に１週間以上要
する

（南海トラフ巨大地震時）

写真②

写真③

【伊豆地域北部】沼津市、熱海市、三島市、伊東市、伊豆の国市、函南町、
清水町、長泉町
【伊豆地域南部】下田市、伊豆市、東伊豆市、河津町、南伊豆町、松崎町、
西伊豆町

河津桜まつり
開催期（３月）

〇伊豆地域南部には第三次救急医療施設が無いた

め、下田消防本部の管外搬送のうち約8割が伊豆

地域北部の第三次救急医療施設へ搬送しているが、

救急搬送には、約1時間20分を要している。（図２、

図４）
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伊豆縦貫自動車道（天城湯ケ島～河津）における計画段階評価
い ず あ ま ぎ ゆ が し ま か わ づ
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(年度)

規
制
回
数

規
制
時
間

(回) (時間)過去10年間で計38回、5,462時間通行止め

〇伊豆地域南部における心疾患の死亡率は全国

平均の約2倍と高い。（図３）

〇対象区間は、降水量

が著しく多く全国平均

の約2～3倍で、大雨

や崩土・倒木による

通行止めが多発。

(図９)

凡例
1次緊急輸送路
2次緊急輸送路
3次緊急輸送路
異常気象時
事前通行規制区間

雨量規制区間外における規制期間
（H29~R3）

24h以上1週間未満

1週間以上1か月未満

1か月以上

全：全面通行止め
片：片側相互通行図９ 異常気象時事前通行規制区間

での通行止め実績
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比較ルート帯（案）凡例

：案① 西側ルート

：案② 東側ルート

：案③ 現道活用＋西側ルート

伊豆市
い ず し

東伊豆町
ひ が し い ず ち ょ う

太郎杉社 会 状 況 に よ る 要 因 自 然 的 状 況 に よ る 要 因

・起終点： ・集落・市街地： ・わさび田 ：

・国道 ： ・公共施設： ・温泉源 ：

・主要地方道・県道： ・観光施設： ・火山、火口 ：

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

：川の流れ

凡 例

月
ケ
瀬
Ｉ
Ｃ

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等

計画段階評価及び都市計画決定等の状況

Ｈ27. 11 第１回計画段階評価
Ｈ28.9～10 第１回意見聴取
Ｈ29.3 第２回計画段階評価
Ｈ29.8～9  第２回意見聴取
Ｈ29.12 第３回計画段階評価
Ｒ5.1 都市計画決定

地域の要望等

・Ｒ3.6 伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会が国土交通政務官に早期事業化を要望
・Ｒ3.11 伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会が

国土交通副大臣、財務政務官に早期事業化を要望
・Ｒ4.7 伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会が

国土交通副大臣、財務政務官に早期事業化を要望
・Ｒ4.11 伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会が

国土交通政務官、財務政務官に新規事業化を要望
・Ｒ5.2 伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会が国土交通大臣に新規事業化を要望

標準横断図 （一般部） （橋梁部） （トンネル部）

評価項目 案①：西側ルート 案②：東側ルート 案③：現道活用＋西側ルート

ルート帯概要
80km/hで走行できる自動車専用道路 80km/hで走行できる自動車専用道路

国道414号を改良した一般道路＋
80km/hで走行できる自動車専用道路

約20㎞ 約20㎞ 約20㎞

政
策
目
標

災害時にも機能する信頼性の
高い道路ﾈｯﾄﾜｰｸの確保

◎ 危険物積載車両制限なし △ 長大トンネルで危険物積載車両制限がある ◎ 危険物積載車両制限なし

◎ 事前通行規制区間を回避できる ◎ 事前通行規制区間を回避できる ○

・別線整備区間では事前通行規制区間を回避できる
・現道活用区間でも防災上の危険箇所は回避可能

＜但し、現道活用区間ではリダンダンシーが確保されない＞

救急医療施設等への速達性、
確実性の向上

◎ 救急医療施設等への速達性、確実性に優れる ◎ 救急医療施設等への速達性、確実性に優れる △
案①、案②に比べて救急医療施設等への

速達性、確実性に劣る

高速ﾈｯﾄﾜｰｸの確保による
観光振興の支援

◎
主要な観光施設に最もアクセスしやすい

＜観光施設の付近に中間ＩＣの設置が可能＞
△

案①、案③に比べて主要な観光施設に
アクセスしにくい

＜観光施設が多く立地する地域から離れたルートとなる＞
○

主要な観光施設にアクセスしやすい
＜但し、現道活用区間では通過交通と生活交通が混在＞

配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

自然環境の保全
◎ 温泉影響範囲を回避するなど影響が小さい ◎ 温泉影響範囲を回避するなど影響が小さい ◎ 温泉影響範囲を回避するなど影響が小さい

△ 案②に比べて地形改変が大きい ◎ トンネル区間がほとんどであり地形改変が小さい △ 案②に比べて地形改変が大きい

生活環境への配慮 ◎ 集落への影響が少ない ◎ 集落への影響が少ない △

案①、案②に比べて、現道活用区間において、
集落への影響が大きい

＜現道において、工事中に長期間の通行規制が生じる＞

経済性 〇 約１，３００～１，５００億円 △ 約１，４００～１，６００億円 ◎ 約１，１００～１，３００億円

図１２ 当該地域における対策案の検討

対応方針(案)：案①による対策が妥当
【計画概要】

・路 線 名 ：一般国道414号

・区 間 ：静岡県伊豆市矢熊～静岡県賀茂郡河津町梨本
・設 計 速 度 ：80km/h
・概 略 延 長 ：約20km
・標 準 車 線 数：2車線
・概ねのルート ：図１２の案①の通り

い ず や ぐま か も かわ づ なしもと

伊豆縦貫自動車道（天城湯ケ島～河津）における計画段階評価
い ず あ ま ぎ ゆ が し ま か わ づ


